
ＶＲを活用した重要無形民俗文化財「津野山神楽」体験コンテンツ整備事業
【高知県梼原町】

実施主体 梼原町商工振興協同組合

造成した
看板商品

【看板商品名①】 国の重要無形民俗文化財「津野山神楽」を有形文化財「ゆすはら座」でＶR体験
【概要】 国の重要無形民俗文化財「津野山神楽」を8K撮影、ＶR技術で再現、体験できるコンテンツ
【特徴】 有形文化財の芝居小屋で国の重要無形民俗文化財「津野山神楽」を先進技術で愉しみ親しめる。

多言語による神楽の内容の解説も行い、神楽への理解度や関心度を高める。
18小節8時間にも及ぶ神楽を一小節ごとに選択できるシステム構成。

【価格】 1,800円／人

【看板商品名②】 国の重要無形民俗文化財「津野山神楽」を感じる町内散策ツアー
【概要】 国の重要無形民俗文化財「津野山神楽」を育む梼原町の神楽に関するポイントを巡るツアー
【特徴】 津野山神楽が奉納される三嶋神社など神楽に係る文化体験
【価格】 3,000円／人

【看板商品名③】 梼原の食材を堪能できるお神楽五穀豊穣弁当
【概要】 五穀豊穣を願うお神楽、地域産品を味わえるサステナブル弁当の提供
【特徴】梼原町が町の代表食材として認定している雉や地域のオーガニック野菜を活用した

映えるお弁当開発
弁当箱は地域特産の木材を使用したリユース可能なお弁当、お箸を利用、環境に
配慮したお弁当

【価格】 2,500円／人

【想定するターゲット】
①②：A.欧州人、B.世帯年収の多い日本人、C.芸術に興味のある若年層
③：環境問題意識の高い人々" 

五穀豊穣弁当 津野山神楽ＶＲ体験

梼原散策ツアー梼原座
お弁当とVR体験場

【問い合わせ先（一社）ゆすはら雲の上観光協会：電話番号 0889(65)1187、ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ info@yusuhara-kumonoue-kanko.jp 】


